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〇京都市総合防災訓練
日時　8月30日（日）
　　　午前9時30分～11時50分
　今回は、山科ならではの地域力を活かした住民主体訓
練を区内各所で実施します。
　災害に強い安心安全なまちづくりの実現に向け、とも
に取り組みましょう。

　今年度の「京都市総合
防災訓練」は、山科区一帯
で総合的な訓練を実施し
ます。
　勧修寺公園を拠点会場
とし、住民による水防訓
練、消火訓練、救出・救護
訓練や、本市の防災力を
支える関係機関による大
規模災害対応訓練を実施
し、防災体制のより一層
の強化を図ります。
　また、本市ではじめての実施となる土砂
災害への対応訓練、避難所の相互利用の協
定を締結した大津市との協働による避難
所運営訓練、毘沙門堂や山科駅周辺での観
光客等の帰宅困難者対策訓練などを実施します。

問い合わせ先
区総務・防災担当（電話592-3066）
市防災危機管理室（電話212-6792）

京都市長

［毘沙門堂（訓練会場の一つ）］
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総合防災訓練会場一覧

主な訓練内容

大規模災害対応訓練等
会場  勧修寺公園

水幕・長距離放水訓練、地域各集合場所からの避難、水防訓練、救急
訓練、大規模災害対応訓練、炊き出し訓練、防災展示ブース、起震車体
験など
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帰宅困難者避難誘導訓練
会場  山科駅周辺、毘沙門堂
　帰宅困難者対策、観光客の避難広場への誘導、緊急避難広場開設、文

化財レスキュー等

住民主体訓練
会場  大津市藤尾小学校
　山科区音羽学区と大津市藤尾学区の住民協働による避難所運営訓練
会場  陵ケ岡小学校
　土砂災害情報伝達・避難訓練、避難所運営訓練、負傷者搬送・救急訓練
会場  山科児童館前
　土砂災害実地研修、避難訓練

災害ボランティアセンター運営訓練
会場  山科区役所、勧修寺公園
 　　 山科青少年活動センター
　資機材等の調達やボランティアの派遣調整等の訓練

帰宅支援ステーション運営訓練
会場  ローソン山科区役所前店
　従業員等により、帰宅困難者に対して飲料水やトイレを提供する訓練
 

福祉避難所運営訓練
会場  勧修老人デイサービスセンター
　福祉避難所を開設し、要配慮者の受け入れ等の訓練
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山科区エコアクション№1宣言2015環境イベント
〇「エコを学んで、ええ子になろう」
　山科区では、市内で最も環境に配慮した行政区を目指す「山科区エコ
アクション№1宣言」事業を実施します。一人ひとりが環境について考
え、できることから行動する“エコアクション”を起こせるよう、バザー
ルやゲームを通してエコを学び、みんなでええ子（エコ）になろう!
日時　9月12日（土）　午前10時～午後3時
場所　区役所2階大会議室 他
※小さなお子さんは、保護者の方と一緒にお越しください。

●おもちゃをリユース��かえっこバザール
いらなくなったおもちゃを交換するお金のいらないバザールです。

●地産地消のススメ!　「旬野菜」、「地産地消」の紹介
山科区の旬野菜はおいしくて、環境にもやさしい！
地元野菜の販売：午前10時～、午後1時～（売切れ次第終了します）

●楽しみながらエコを学ぼう
エコクイズ、エコゲーム、ミスト体験コーナー等

地域団体・企業からの
「みんなのエコアクション！山科」募集
　地球温暖化対策や2R（ごみの発生抑制、再使用）に関する、地域団
体、企業等での個性的な取組や工夫のアイデアを募集します。
　優秀な取組は、来年2月に開催予定の「区民ふれあい文化祭」開会
式典の場で、表彰します。
　応募用紙は、9月12日のイベント会場でも配布するほか、問い合わ
せ先で配布していますので、奮ってご応募ください。
応募期間:8月17日（月）～12月11日（金）
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＊同時開催
「山科おやじフェスタ」
楽しいステージや工作体験、模擬店コーナーもあるよ！（主催：山科お
やじの会連絡会）
●問い合わせ先／市民ぐるみ運動山科区推進本部事務局
　区まちづくり推進担当（電話592-3088）

主体的なまちづくり活動を区が支援
〇山科“きずな”支援事業2次募集中
　山科ならではの地域力を活かしたまちづくり活動や取組に補助金を
交付する「山科“きずな”支援事業」第2次採択事業を募集しています。
●交付対象／
　地域団体、NPO法人、グループ、大学等が、区内で実施するまちづく
り活動や取組
●応募方法／
　8月31日（月）（必着）までに、区
役所等で配布の「山科“きずな”支
援事業」交付申請書（区役所ホー
ムページからも入手可）に必要事
項を記入し、応募先に持参または
送付。
※詳細は区役所ホームページま
たは、問い合わせ先にお問い合わ
せください。

●�応募・問い合わせ先／
区総務・防災担当（電話592-3066〒607-8511　住所記入不要）
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〇山科まちづくりサポート講座　受講料無料
①仲間集め編
日時　8月29日（土）午前10時～12時
「ボランティアコーディネーション力を高めて
青少年世代を仲間にしちゃおう!」
内容／若者を仲間にしてあなたのまちづくり
活動をもっと元気にする秘訣を学びます。
会場／京都市生涯学習総合センター山科（アスニー山科）
定員／70名
講師／竹田純子氏（龍谷大学ボランティア・NPO活動センター　ボラ
ンティアコーディネーター）

②広報編
日時　基礎編　9月9日（水）午後7時～9時
　　　実践編　9月30日（水）午後7時～9時
「わたしたちの「広報戦略」～等身大で発信名人!」
内容／広報についての基礎、最近の傾向、どうしたら効果があがるかな
どについて学びます。
（基礎編）広報の必要性、広報手段について　他
（実践編）事例検証、トラブル対応、気をつけたいこと　他
定員／20名　　会場／区役所2階大会議室
講師／加藤和子氏（ICTアドバイザー・プランナー）
※①、②いずれも京都市まちづくりアドバイザーによる相談会も有。

●申し込み方法／①希望する講座名、②氏名、③住所、④電話番号、⑤
メールアドレス、⑥相談会希望の有無（当日申し込みも可）等を明記
のうえ、申し込み先へ。
●申し込み・問い合わせ先／区総務・防災担当（電話592-3066FAX502-
1639　〒607-8511　住所記入不要）



9

〇健康診査を受けましょう
　定期的な健康診査で健康な体を保ちましょう。
青年期健康診査
〇対象／18歳～39歳で、検査日・結果説明日の2回ともに受診できる
方（会社などで同様の診査が受診可能な方を除く）
〇内容／検査日：問診、身体・血圧測定、尿検査、血液検査、診察
結果説明日：健診結果説明、栄養指導
〇日時／毎月第2・4金曜日 午前9時～10時30分
〇費用／500円（免除制度あり）
骨粗しょう症予防健康診査
〇対象者／18歳～70歳で、検査日・結果説明日の2回ともに受診でき
る方（妊娠および妊娠の可能性がある方を除く）
〇内容／検査日：問診、身体計測、骨塩定量検査（X線による第2中手骨
の直接撮影）
結果説明日：健診結果説明、栄養指導・保健指導
〇日時／毎月第2・4金曜日 午前9時～10時30分
〇費用／1,000円（免除制度あり）
●予約方法／予約先に電話または来所（両診査とも予約必須）
●予約・問い合わせ先／区保健センター　成人保健・医療担当（電話
592-3477）

京都市ふるさと納税寄付金
〇だいすきっ！京都。寄付金
皆さんの思いを、ぜひ山科区へ!
　山科区では、寄付金を平成28年度に迎える山科区制
40周年を記念する事業に活用させていただきます。寄付
の際は、ぜひ「地域振興“山科区”」をご指定ください。
●申し込み・問い合わせ先／区総務・防災担当（電話592-3066）

40周年祝
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〇山科の四季
第2回　夏　
～山科の「お地蔵さん」～

　町内安全や子どもの健全な育成を願う伝統行事「地蔵盆」。区内にお
いても、数多くの区民の参加のもと、地蔵盆が行われています。第２回
は、夏の風物詩「地蔵盆」で祀られる「お地蔵さん」の歴史や特徴につい
て、ふるさとの良さを活かしたまちづくりを進める会事務局長の浅井
定雄さんにお聞きしました。

―「お地蔵さん」とは―
　仏教的には釈迦が亡くなって弥勒菩薩が現れるまでの56億７千万
年の無仏の間、人々を救済する菩薩である「地蔵菩薩」を意味します。一
般的には、地蔵菩薩以外の大日如来、阿弥陀如来などの石仏もお地蔵さ
んと呼ばれることがあります。
―「お地蔵さん大国」山科―
　我々ふるさとの会の調査によると、山科区内には、お地蔵さんが平成
27年２月現在で560カ所、2，558体存在しており、これは、他区と比較
しても数が多いと思われます。
―山科の「お地蔵さん」２つの特徴―
　一つ目は、地蔵菩薩以外の石仏が多いことです。その代表的なものは
真言密教に関連した「大日如来」で、区内を囲む山々が真言宗の修行場
として活用されていた歴史が関係していると考えられます。
　二つ目は、祀られている場所です。市内中心部のお地蔵さんが、町内
ごとに祀られているのに対し、区内では、それに加えて個人の家や田畑
でも祀られています。他の農村地域でも見られる特徴で、山や田畑から
出てきたお地蔵さんを、土地の持ち主が自宅に持ち帰り祀ったり、山や
田畑でそのまま祀ったことに由来しています。この他に、住宅開発等に
より、祀る場所が無くなり、お寺などに預けられ、地蔵盆の時期だけ元
の地域に帰るお地蔵さんがあるのも特徴の一つです。
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　以上のように、山科の地蔵さん
は、山科の歴史や地域の特徴を反映
している存在でもあると言えます。

　この夏、あなたの地域の地蔵盆
で祀られているお地蔵さんに、関心
の目を向けてみてはいかがでしょ
うか。

●問い合わせ先／区総務・防災担当（電話592-3066）

○情報掲示板

福　祉

各種手当の届の提出をお忘れなく
　以下の手当を受けておられる方は、提出期限までに、問い合わせ先に届
を提出してください。提出が無いと、8月分以降の手当を受けられなくなり
ます。

問い合わせ先　1の手当／区支援課支援第一担当（電話592-3247）
2・3の手当／区支援課支援第二担当（電話592-3243）

浅井さんおすすめの「お地蔵さん」
鏡山学区の「北花山中道町地蔵」

手当の名称 提出する届 提出期限
1 児童扶養手当 現況届 8月31日（月）
2 特別児童扶養手当 所得状況届

9月10日（木）
3

・特別障害者手当
・障害児福祉手当
・外国籍市民重度
　障害者特別給付金

現況届
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戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の支給
　平成27年4月1日時点で、公務扶助料や遺族年金等を受ける方がいない
場合、戦没者等の遺族1人につき、額面25万円（5年償還）の国債を支給し
ます。
※戦没者等との続柄等により優先順位有。
問い合わせ先　区福祉介護課福祉担当（電話592-3214）

保険・年金

入院や外来受診により高額な自己負担額が見込まれる方へ
　入院や外来受診により、高額な自己負担額が見込まれる場合、「限度額
適用認定証」を交付します。認定証を保険証と併せて提示することで、次
の①、②の措置が受けられる場合があります。
①医療費の支払いが世帯の自己負担限度額までに
②入院時の食事代が減額（市民税非課税世帯の方に限る）
　交付には、問い合わせ先での事前申請が必要です。問い合わせ先にお問
い合わせください。
※70歳以上で市民税課税世帯の方は、医療費の支払いが世帯の自己負担
額を超えないため認定証の交付申請は不要。
問い合わせ先　区保険年金課保険給付・年金担当（電話592-3109）

お知らせ

豚肉や豚レバーを生で食べないで!
　6月1日から法律で、豚肉やレバーなど豚の内臓肉を生食用として販売
したり、飲食店で提供することが禁止されました。
　豚肉や豚レバーを生で食べると、E型肝炎ウイルスに感染し重い肝障害
を起こすことがあります。また、食中毒や寄生虫への感染事例もあり、大変
危険です。
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　家庭でも、豚肉を調理する際は、十分に加熱（※）しましょう。
（※） 中心温度63℃で30分間以上、または75℃で1分間以上の加熱をし
てください。肉の中心部の色が白っぽく変化するのがひとつの目安です。
問い合わせ先　区保健センター衛生課（電話592-3489）

相　談

無料法律相談
日時　毎週水曜日（閉庁日を除く）。13:15～15:45（受付終了15:15）。
場所　区第2会議室。
定員　15名。
申し込み方法　当日8:30から整理券配布。先着順。
問い合わせ先　区まちづくり推進担当（電話592-3088）

無料行政相談
日時　9月10日（木）13:30～16:00。
場所　区第2会議室。
問い合わせ先　区まちづくり推進担当（電話592-3088）

行政書士の市民困りごと無料相談
時間　9月15日（火）14:00～16:00。
場所　区第2会議室。
問い合わせ先　京都府行政書士会第6支部事務局（電話583-3230）

イベント・講座 　お問い合わせは各施設まで

山科図書館（電話581-0503）
お楽しみ会（絵本の読み聞かせ・
エプロンシアター「三びきのやぎのがらがらどん」）
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日時　8月22日（土）11:00～
よんでよんで赤ちゃんの会　赤ちゃん絵本の読み聞かせ
日時　9月7日（月）11:00～
テーマ図書の展示と貸出
9月は、一般書「健康」・「ダイエット」、絵本「おじいさん・おばあさん」、
特別展示（9月10日（木）～23日（水・祝））「いのちの大切さに気づく本」

移動図書館（電話801-4196）
「こじか号」巡回
8月26日（水）
10:00～10:40
場所　大塚小 
11:00～11:40
場所　大宅小

8月31日（月）
10:00～10:50
場所　西野山分譲集会所前
11:10～11:40
場所　山階南小　
13:00～13:40
場所　陵ヶ岡小

山科中央老人福祉センター（電話501-0242）
マンドリンコンサート
　暑い夏のひと時を、区内の人気グループ「ラ・ルーチェ・ソアレ」による
さわやかなマンドリンの音色とともに過ごしませんか?
日時　8月29日（土）13:30～15:00。
場所　当センター。



15

費用　無料。
申し込み方法　不要。

アヴェマリア幼稚園（電話592-6404）
地域子育て支援事業
ひよこグループ「木のおもちゃで遊ぼう」
日時　8月24日（月）14:00～15:30。
費用　200円。
対象　1歳～未就園児親子。
申し込み方法　8月20日（木）までに、当園に連絡。

東部文化会館（電話502-1012）
みんなで遊ぼう！親子でコンサート
　歌、ダンス、紙芝居の披露など、幼児を対象とした親子で楽しめるコン
サート。
日時　9月12日（土） 11:00～11:45（10:30開場）。
場所　当文化会館創造活動室（全席自由）。
費用　前売500円、当日600円（3歳未満無料）。
申し込み方法　当会館窓口で前売チケット発売中。

市政情報総合案内コールセンター

京都いつでもコール
受付時間　午前8時～午後9時（年中無休）
電話（075）661-3755、FAX�（075）661-5855
おかけ間違いにご注意ください
電子メール（ホームページから）
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制度名 対　　象

１
ひとり親
家庭等
医療

次のいずれかに該当する方(所得制限あり)
① 生計を一にする父または母のない児童(１８歳到達後最初の３月３１日まで)
② ①の児童と生計を一にする母または父
③ 両親のいない児童と、その児童を扶養する20歳未満の方など

２ 老人医療

65歳以上70歳未満で、次のいずれかに該当する方(昭和25年８月２日
以降にお生まれの方は①の世帯に限る)
① 所得税非課税世帯
②  所得が基準額以下で、寝たきりや一人暮らし、または同居者が親族

のみで全員が60歳以上等

３
重度心身
障害者
医療

次のいずれかに該当する方(所得制限あり)
① 身体障害者手帳１級または２級を所持
② 知能指数(IQ)が35以下
③ 身体障害者手帳３級を持ち知能指数(IQ)が50以下

4 重度障害老人
健康管理費

後期高齢者医療の被保険者で、「３重度心身障害者医療」の①～③のい
ずれかに該当する方

5 子ども医療 ０歳から小学校６年生までの方
(12歳到達後、最初の３月31日まで)

総人口／ 134,467人
　男性／ 63,807人
　女性／ 70,660人
世帯数／ 59,674世帯
平成27年7月1日現在

（山科区推計人口）

〇京都市の福祉医療制度
　市内にお住まいで健康保険に加入している方を対象に、自己負担額を
助成する福祉医療制度を設けています。制度の適用には申請が必要で
す。申請の際に必要なもの等、詳細は京都市ホームページまたは、問い合
わせ先にお問い合わせください。

９月１日から、０歳から中学３年
生まで(15歳到達後最初の３月
31日まで）に対象範囲が拡大！

京都市　福祉医療制度
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●申請・問い合わせ先／
　1～3：区福祉介護課福祉医療担当（電話592-3218）
　4：区保険年金課保険給付・年金担当（電話592-3109）
　5：市地域福祉課・児童家庭課合同分室（電話251-1123）

〇生活習慣を見直そう!

減塩チャレンジ
　高血圧・糖尿病などの生活習慣病は、腎臓の機能と
密接に関係しています。中でも、塩分の過剰摂取は、慢
性腎臓病（CKD）（※）や、高血圧の原因の一つです。
　医師による講話や、定期的な尿中塩分量の測定を通じ、減塩を心がける
食生活の改善を目指しませんか。
（※）慢性腎臓病（CKD）…腎障害や腎臓の機能低下が続く状態のこと。
●開催日時・場所・内容／

●対象／すべての回に参加できる区内在住で18歳以上の方
●定員／20名（先着順）
●費用／無料
●持ち物／お薬手帳等、服薬中の薬名が分かるもの（服薬中の方のみ）
●申し込み方法／9月16日（水）から申し込み先に電話または来所

はじめよう！減塩生活

開催日 時　間 場　所 内　容

９月30日(水) 午後１時
30分～３時

区役所２階
栄養室

・説明会
・医師による講話

10月７日(水)

午前9時～
10時30分

区保健
センター
⑦番部屋

・尿中塩分量測定
・グループワーク
(10月７日・12月16
日は尿タンパク、ク
レアチニン測定も
実施)

10月14日(水)
10月21日(水)
10月28日(水)
11月18日(水)
12月16日(水)
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たかが血圧されど血圧！！　高血圧を見直そう！
　普段の生活をちょっと見直すことで、血圧は改善することができます。
生活習慣を見直し、血圧高めの生活に「サヨナラ」しませんか?
●日時／9月16日（水）午前10時～11時30分
●場所／区役所2階大会議室
●内容／栄養士・保健師による講話「高血圧を見直そう!」など
●対象／18歳以上の区内在住または通勤・通学している方
●定員／30名（先着順）　　●費用／無料
●申し込み方法／9月2日（水）から申し込み先に電話または来所

申し込み・問い合わせ先／�区保健センター成人保健・医療担当
　　　　　　　　　　　�（電話592-3477）

門川京都市長を囲んで
〇「第83回おむすびミーティング開催」
　7月3日、区役所前花壇にて、花と緑のまちづくりサポーターの皆さんが
門川市長と一緒にポーチュラカの植栽と、仙台市の東日本大震災被災地
仮設住宅へ配送する花苗の外箱に応援メッセージを書き込みました。
　その後、おむすびや山科特産の山科なすや山科とうがらしを使った軽
食を食べながら、活発な意見交換を行いました。
　サポーターの皆さ
んにとって、今後の活
動に大きな励みとなり
ました。

お花の肥料を助成します
　山科区を、花と緑にあふれた潤いのあるまちにしてみませんか。花苗や
種の植え付けを行う団体に肥料（年額3,000円分以内）を助成します。
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●対象／公共用地や多くの方が鑑賞できる所に花苗、種の植え付けを行
う5名以上の団体（上限10団体）
●申し込み方法／8月17日（月）から先着順。申請書（申し込み先で配布・
区ホームページに掲載）に記入のうえ、申し込み先まで郵送または持参
●申し込み・問い合わせ先／区まちづくり推進担当（電話592-3088　
〒607-8511（住所記入不要））

「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰
〇百々地域女性会が受賞
　花と緑の愛護に顕著な功績のあった民間の団体に対して贈られる「みど
りの愛護」功労者国土交通大臣表彰を「百々地域女性会」が受賞しました。
　百々地域女性会は、百々地域における美化活動の一環として、平成14年
6月から歩道の清掃、街路樹の植樹ますへのマ
ツバギクの植栽や、定期的な補植活動を行わ
れています。
　この度、百々地域女性会のこれまでの熱心
な取組が評価され、受賞にいたりました。
●問い合わせ先／区まちづくり推進担当（電話592-3088）

〇区役所玄関を飾る「七夕の笹飾り」
　「大きくなったら○○○になれま
すように…」「○○○が上手くなりま
すように…」
　洛東幼稚園と西念寺保育園から
いただいた笹飾り。園児さんの心を
込めた色とりどりのお飾りと願い事
に、来庁者のお顔も思わずほころび
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ました。皆さんの願い事が、きっとかないますように。
●問い合わせ先／区支援課支援第一担当（電話592-3247）

9月23日（水・祝）
〇京都サンガF.C.山科区民デー
　VSファジアーノ岡山
100組200名様を無料ご招待！！

　クラブ一丸となって戦う京都サンガF.C.。
西京極スタジアムで、京都サンガF.C.と山科
区出身の駒井選手を応援しよう!
●日時／9月23日（水・祝）午後5時キックオフ
●会場／西京極陸上競技場兼球技場

招待券申し込み方法
右のQRコードから申し込むか、往復
はがきに次の事項を記載しお申し込
みください（8月31日（月）必着）。
往信用表面（あて先）
　〒610-0102　城陽市久世上大谷89-1
　京都サンガF.C.山科区民デー招待係
往�信用裏面 ①山科区民デー招待②住所③代表者氏名（ふりがな）④電話

番号
返信用表 ①郵便番号②送付先住所③氏名
返信用裏面 記入不要
※応募多数の場合は、抽選（抽選に漏れた方には優待券を送付）。応募は区
内在住の方に限る。
●問い合わせ先／京都サンガF.C.ホームタウン推進課（電話0774-
55-7603）

山シナ

ⒸKYOTO.P.S

Ⓒ KYOTO.P.S

駒井善成選手（山科区出身）
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〇区民�バレーボールカーニバル
　6月21日に「第39回山科区民バレーボールカーニバル」が、山階南小学
校と百々小学校の各体育館で開催されました。22チームが出場し、各チー
ムともに日ごろの練習の成果を発揮し、白熱した戦いが繰り広げられまし
た。優秀チーム（グループ内2戦2勝）は以下のとおりです。

優秀チーム
・山階体育振興会Bチーム
・鏡山体育振興会Aチーム
・山階南体育振興会Bチーム
・百々体育振興会チーム
・大塚体育振興会Bチーム
・小野体育振興会チーム
・音羽川体育振興会Bチーム
●問い合わせ先／区まちづくり推進担当（電話592-3088）
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〇生活安全スポットニュース
自転車運転者講習制度がスタート

　6月1日から、改正道路交通法が施行され、悪質・
危険な自転車運転者に対する講習制度が始まりまし
た。信号無視や一時不停止等特定の危険行為（14項目）を3年以内に2回以
上繰り返すと「自転車運転者講習」の受講が命じられます。
　歩行や車の運転にルールがあるように、自転車の運転にもルールがあ
ります。運転のルールを正しく守り、安全運転を心がけましょう。

運転者が14項目の特定の危険行為を３
年以内に２回以上繰り返す

公安委員会による自転車運転者講習の受
講命令(※)

自転車運転者講習の受講
（講習時間：３時間、講習手数料：5，700円)

（※）受講命令に従わなかった場合は5万円以下の罰金。
●問い合わせ先/山科警察署（電話575-0110）
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第34回
みんなで「第2期山科区基本計画」に取り組もう!
連載

〇区民活動きずなリレー
将棋を通じて子どもの健全な育成を　～と金クラブ～
（山科“きずな”支援事業補助金交付事業）
　「お願いします！」子どもたちの元気な声が響き渡るのは西野児童
館のしょうぎクラブ。月に2回の活動に将棋の先生として来られてい
るのが「と金クラブ」のみなさんです。
　この日参加した子どもは7人。「と金クラブ」からは仲さん、鳥居さ
ん、小倉さんの3人の指導員が駒の動かし方を指導したり、子ども同士
で対局したりして約1時間活動しました。
　「と金クラブ」は、特定非営利活動法人山科未来地図E-wa（いーわ） !!
山科の会員の将棋クラブとして発足し、平成19年から児童館で将棋
を通じて子どもの健全な心身の成長育成を図る活動を始め、現在9年
目だそうです。
　会長の仲さんによると、山階児童館で始まった活動が評判となり、
現在では4つの児童館に広がり、今年からは安祥寺中学校の総合学習
も担当しているとのことです。西野児童館のしょうぎクラブは今年で
3年目。子どもたちに今日の感想を聞くと「勝ったのが楽しい!」「疲れ
た。もう頭がうごかへん～」などの声が返ってきました。
　角谷館長によると「将棋はルールを覚えて勝負をするのはもちろん
楽しいですが、お願いします、負けました、ありがとうございました、と
あいさつをすることが大事で、礼
儀を学ぶことができます。普段は
やんちゃな子どもでも、将棋をし
ている間は集中し、初めと終わり
にはきちんとあいさつができる
ようになっているのが、感動的で
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す。」とのこと。クラブの終わりでは、指導員の先生に「ありがとうござ
いました！」と大きな声であいさつして、子どもたちは遊びの部屋に
戻っていきました。
　仲さんは「将棋は審判がいないからお互いに相手のことを信頼する
必要があり、自然にコミュニケーションの力がつきます。相手の手を
『待つ』ことができるようになるのも成長の証でしょう。」と語りま
す。「今日は人数が少なかったですが、子どもの数が多い児童館では
駒や盤を用意するのが大変です。山科“きずな”支援事業によって将棋
盤などを購入でき、とても助かっています。」ともおっしゃいます。
　指し手を見守る「と金クラブ」の方たちの暖かいまなざし。子どもた
ちのにぎやかな声のあふれる児童館の中、しょうぎクラブの部屋で
は、ゆったりとした時間が流れていました。
●問い合わせ先／区総務・防災担当（電話592-3066）
 


